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へいあん荻窪は、当法人として５箇所目のグループホームということで、設備面では
細かな点において、経験を生かした内容となっています。安全確認用カメラを設置す
るなどの工夫をしている点や中庭スペースを広く取り、菜園では季節の野菜を育てて
いる。今の時期は玉ねぎを植え、春の収穫を楽しみにしております。また、外出支援
で季節の花を観たり、車での外出の難しい方も内部のイベントを積極的に開催しお客
様に喜んで頂いている。

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

 1 ～ 14

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

【事業所の概要】
  この事業所は、小田急・JR線小田原駅西口から徒歩約20分の住宅地に位置し、建物
は木造2階建である。広い庭には遊歩道や菜園などがり、菜園に玉葱やトマト、ゴーヤ
など季節の物を植え、利用者の食卓を賑わしている。玄関には、車椅子対応の洗面台
が設置され、外出後に手洗いやうがいなどをして衛生管理を行っている。内部は全面
バリアフリー構造で、共有部分の温度と湿度が適度に保たれていて、利用者が快適に
過ごせるように配慮されている。2階にある地域交流室は、運営推進会議や家族との面
談などに利用したり、定期的にカフェを開いている。

【理念に基づく多彩な外出支援やイベント】
　地域の社会資源を活用した外出やイベントを、職員が話し合って年間行事計画に盛
り込んで実施している。近くの神社に初詣やどんど焼きに出かけたり、車を使用して
桜やあじさいの花見、フラワーガーデン見物、レストランへの外食ツアー、100円
ショップへの買い物ツアーなどを毎月のように行っている。毎年開催する「RUN伴+小
田原」に利用者も参加している。外出の際は、事前に車椅子対応トイレの有無やテー
ブルの広さなどを調べ、安全に安心して出かけられるように配慮している。
　イベントでは、利用者は年数回開催するカフェを楽しみ、職員と一緒に演じる「劇
団荻窪」に参加し、夏の納涼祭では浴衣を着て楽しんでいる。節分の豆まきでは職員
が鬼に扮装したり、仮装カラオケ大会では利用者が扮装して歌ったりしている。その
他、お好み焼き大会、西瓜割り大会、運動会、クリスマス会、誕生会など参加型のイ
ベントを実施している。外部からは、歌謡舞踊やフラダンス、ハーモニカ演奏のボラ
ンティアが来訪し、利用者が笑顔で見物したり歌ったりして楽しんでいる。
　利用者が、様々な催し物に自ら参加し、時には職員と共に楽しみながら心身を活性
化し、笑顔で明るく暮らせるように支援している。

15 ～ 22

23 ～ 35

Ⅰ 理念に基づく運営



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム「へいあん荻窪」

みかん（１階）

 事業所名

 ユニット名



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム「へいあん荻窪」

小梅（２階）

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

地域の清掃活動やお祭りなど
各種イベントに参加してい
る。ボランティアの方にも参
加して頂いたりしている
（ハーモニカ・フラダンスな
ど）

自治会が主催する、地域の清掃活動や防
災訓練に職員が参加している。利用者が
どんど焼きなどに参加している。地区の
秋祭りでは、山車や神輿が事業所に立ち
寄って、神輿練り上げなどをしてくれ
る。毎年、白山中学校の生徒が職業体験
として来訪している。歌謡舞踊やフラダ
ンス、ハーモニカ演奏のボランティアが
来訪し、利用者が楽しんでいる。

運営推進会議を、通して入居
者の状況の報告介護度などを
報告している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開所時のスタッフ全員で作成
した事業所理念を、毎朝の朝
礼、申し送り時に唱和、理念
の共有に努めている。

開所時以来の理念は、朝礼や申し送り時
に唱和して共有している。管理者は、理
念の中の、利用者の安心、安全につなげ
るサービスの提供を意識して、職員に伝
えている。職員は、互いに連携しながら
笑顔で利用者に接し、相手の笑顔を誘っ
て日々の生活を共に楽しく過ごすように
努めている。

開所以来、2ヶ月に1度、定期
開催しており、ご入居者の状
況や運営状況などを報告して
いる。

運営推進会議は2か月ごとに開催し、メ
ンバーは利用者・家族代表、地域包括支
援センター職員、民生委員、自治会会
長、オーナーなどである。会議では、事
業所の活動内容、入居者の状況、行事の
報告のほか、会毎に議題を設定し、防災
訓練の報告や感染症対策などについて話
している。参加者との情報交換も行って
いる。

小田原市役所高齢介護課や第
６地域包括支援センターとや
りとりを行っている。

小田原市役所福祉健康部高齢介護課と
は、外部評価と目標達成計画などの書類
提出などで連携している。小田原市のグ
ループホーム連絡会に参加し、市の職員
も会議に参加している。連絡会の「笑い
ヨガ」研修に参加している。毎年「RUN
伴+小田原」というたすきリレーに利用
者と職員が参加している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不
安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

今年度は1月～3月にかけての
身体拘束・虐待防止研修を全
スタッフ受講予定です。ミー
ティングの際、虐待に繋がる
ことがないか話し合っている

身体拘束にあたる具体的行為
は正しく理解し、定期的研修
等通じて教育を行っておりま
す。安全確保の観点から、玄
関の施錠、2階フロア出入り口
の施錠を現在行っています。

正面玄関は、内側から手動の掛け金をか
け、側面のガラス戸は、自動ドアで日中
は開放している。車椅子の利用者は、
乗ったままにならないよう適宜ベッドや
椅子に移乗して休んでもらっている。フ
ロア入口は、帰宅を望む方がいて、重度
利用者の対応のため見守りが手薄になっ
ていることから、家族の了承を得て一時
的に施錠している。利用者の気分転換を
図ってホームに馴染めるように取り組ん
でいる。

成年後見制度については現在
利用実績なし

入所契約時、契約書、重要事
項説明書、預かり金管理及び
日用品購入等代行についての
約定書、等について十分な時
間を取りご説明、ご理解いた
だいている。

面会時などに要望、意見を頂
いている

家族の訪問時などに、時には利用者も交
えて意見や意向を聞き取っている。家族
会は、年1回実施する計画で、約半数の
家族が参加し、要望の聴き取りや意見交
換の機会となっている。年に数回、写真
中心の「荻窪便り」を発行し、利用者の
様子などを伝えている。家族より、利用
者にマッサージをしてほしいとの要望が
あり、訪問マッサージを導入した。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心
を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きなが
らトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつく
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めている

GH連絡会への参加、活動等に
ついて、理解と支援をして頂
いている。毎年RUN伴＋小田原
に参加、マラソンを通じて相
互交流を深めています。

平成27年4月にて、介護職員処
遇改善に繋がる賃金体系見直
しを実施、また職業能力等級
にて給与水準を明確化してい
る。

管理者や職員それぞれが力量
に合せた目標を設定、個々の
レベルアップを図る環境を整
えている。

毎月1回フロアミーティングを
行い意見や提案を聞く機会を
設けている。

管理者は、毎月のフロアミーティングで
職員の意見や提案を聞いている。ミー
ティングは原則全員出席で、勤務外の職
員の出席は、出勤扱いとなっている。職
員の要望や提案は、介助の工夫や物品の
購入、行事やレクリエーションの企画・
実施に関することが多い。管理者は、で
きるだけ実現するように努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入所当初の不安を出来る限り
緩和できるように、スタッフ
全員が笑顔で、お客様の声に
耳を傾けることを心掛けてい
る。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築
いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

ご家族等との関係作りは、入
居者の安心の生活にも欠かせ
ない条件であると認識し、契
約時から信頼関係作りに重点
を置いている。

アセスメントの段階で、出来
るだけご本人、ご家族の意向
を聞きだし、ケアプランに反
映するよう心掛けている。

ご家族だけでなく、友人の
方々も気軽に面会に来易い環
境つくりに努めている。
毎回多くの方にご面会頂いて
いる

家族と一緒に墓参りに行っている方がい
る。知人や親戚などに出す年賀状や手紙
は、本文は利用者に聞きながら職員が書
き、名前は利用者自ら書いてもらって投
函するなどの支援をしている。馴染みの
友人の来訪が比較的多く、居室で過ごす
ことが多いので、湯茶でもてなして、団
欒してもらっている。

洗濯たたみや食器洗いなどそ
の人が出きることを行って頂
いている。

ご家族がホームに立ち寄りや
すい雰囲気作りに注力してい
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

利用者同士の関係性について
は、日頃から注意深く観察
し、適切なフォローで関係作
りを支援している。席の配置
など

月1回のモニタリングや担当制
により、一人ひとりの利用者
の希望、意向を把握できるよ
うな体制をとっている。

職員は、日々のサービスの際に利用者と
言葉を交わして、思いや要望を聞き取っ
ている。意志の疎通が困難な場合は、仕
草や表情などのわずかな変化を見て想い
や意向を把握している。把握した情報
は、個人記録に記載し、フロアミーティ
ングで話し合って共有している。外出の
際、行きたい所をパンフレットなどで選
んでもらい出かけている。

機会ある毎に、管理者、計画
作成担当者、又はフロアリー
ダーからご家族等にこれまで
の経過等を聞き取るようにし
ている。

契約終了後も、必要に応じて
本人、家族が気軽く相談声掛
けして頂ける関係作りを心掛
けている。逆に退去後のご様
子もご連絡して頂いている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

現状把握は、スタッフ全員が
心がけ、個別サービス記録・
申し送りノート、ミーチング
等に残し情報を共有してい
る。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援している

日々の様子やケアプランの実
践状況は、スタッフ全員で個
別記録への記入を心掛けてい
る。申し送りノート、横ノー
ト（スタッフ間情報共有用）
を利用している。

共用型の通所を開所,受け入れ
をしている（過去１名利用）

月1回のモニタリングは、各担
当者がまとめ、フロアミー
ティングにおいて検討、介護
計画を作成している。

介護計画に沿った実施記録は、「個別
サービス記録」に記録している。利用者
の日々の状況や医療情報は申し送りノー
トに記録して共有している。記録を基に
毎月のミーティング時にカンファレンス
を行い、職員が話し合って利用者毎にモ
ニタリングを実施し、目標達成度を数値
化して評価している。計画の見直しは、
通常は6か月、状況の変化があるときは
随時実施している。

必要に応じて、訪問マッサー
ジ・訪問歯科等活用してい
る。

往診頂けるかかりつけ医とし
て、現在内科と精神科のDｒ2
名に関わって頂いている。

協力医の往診は、内科医が月2回、精神
科医が月1回である。内科医には看護師
が同行している。法人の訪問看護師が週
1回来訪して、健康チェックや爪切りな
どをしている。歯科医は必要に応じて随
時来ている。家族の要望で利用している
訪問マッサージが毎週訪問している。家
族が付き添って歯科に通っている方が1
名いる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十
分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチー
ムで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協
力体制を築いている

同法人の訪問看護ステーショ
ン（平塚）から、週1回訪問を
受け、入居者の健康管理を
行っている。

病院のソーシャルワーカーと
は、緊密に連絡を取り合って
いる。

今年度はの6月と10月避難・災
害訓練を実施、3月に消火訓練
を実施する予定です。

昨年2月に、消火・通報訓練、6月に、火
災発生対応訓練、10月に、夜間の大震災
発生想定の自主訓練を実施した。オー
ナーや自治会長の協力があった。利用者
も参加した訓練の様子が、画像記録で保
存されている。災害備蓄は、飲料水、食
料、カセットコンロ、簡易トイレ、介護
用品や薬品など約3日分が、備蓄リスト
によって管理されている。

避難訓練の実施や災害備蓄
の保管は確実に行われてい
ます。今後は予想される大
震災に備え、事業所内の家
具類や冷蔵庫の転倒防止、
テレビ、電子レンジなどの
電気器具類の飛び出し防止
策の徹底を期待します

契約時に当社の方針はお伝え
し、ご理解頂いている。必要
に応じて「重度化した場合に
おける対応に関する同意書」
の締結等行っている。

利用者や家族には「看取りに関する指
針」を契約時に説明している。重度化が
進んだ場合、必要に応じて医師、家族、
事業所で話し合い「看取り介護の同意
書」を受け取っている。事業所では、看
取りについての研修を実施している。昨
年より今年にかけて、家族が宿泊して付
き添うなどの協力を得て看取り介護を
行った。年明けに、自然なかたちで最期
を迎えられた。

スタッフ全員がCPR研修を受講
済み、日常の朝礼時にもCPR手
順を復唱し、実践力を身に付
けている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付け
をしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

業務を優先するのではなく、
お客様のペースに合わせるよ
う心掛けている。

洋服をご自身で選んで頂いた
り、イベント時には化粧をす
るなど楽しみを持って頂いて
いる。

スタッフミーテイングなどで
周知し、また言い合えるよう
な職場環境に努めている

接遇・プライバシー保護の研修を実施し
ている。職員は、利用者のプライバシー
に関する話をする時は氏名ではなくイニ
シャルを使っている。居室に入るときは
ノックをし、入浴時に脱衣場に入るとき
は声をかけている。子供扱いせずに、さ
ん付けで呼びかけている。リビングで使
う書類は使用後は、必ず閉じて置き、個
人情報を含む書類は、書棚に施錠して保
管している。

ご本人が気兼ねなく思いを伝
えられる雰囲気を作ること、
その為にはお客様と信頼関係
を築くことを重視している。

その方の能力に応じて、食器
洗い、洗濯たたみなど、出来
ることは一緒にお手伝いして
頂いている。

食事は、専門業者に献立付きの食材の配
達を依頼し職員が調理している。利用者
は、キャベツを刻んだり、りんごの皮む
きをしたり、後片付け、食器洗いなどを
手伝っている。職員は介助しながら同じ
物を食べていた。個々の状況により、刻
み食やとろみ食などを提供することもあ
る。誕生日にはケーキ、クリスマスには
ノンアルコールビールを提供したり、す
しの出前を取ったり戸外でサンマを焼い
て食べたりして楽しんでいる。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をして
いる

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後、口腔ケアを促し、実
践して頂けるよう声掛けをし
ている。

日中はトイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行って
いる。排泄チェック表を活用
し、排泄パターン把握に努め
ている。

トイレの清掃は職員が行っており、臭い
や汚れはない。排泄チェック表を活用
し、頃合いを見て声かけや誘導を行って
自力排泄を維持することに努めている。
失敗したときはシャワー浴などで対応し
ている。排泄しやすい姿勢をとれるよう
に、職員3人で介助することもある。夜
間は睡眠を優先し、必要に応じて見守り
や誘導、介助をしている。

食事量と水分量は毎日チェッ
クし摂取量を把握している。

ヨーグルトや牛乳、オリゴ糖
など、飲食物の工夫をしてい
る。

体調に合わせ入浴をしていた
だく、必要であれば時間を問
わず実施し、希望があれば出
来るだけ添うようにしてい
る。

入浴は通常は週2～3回であるが、希望が
あれば柔軟に対応している。浴槽の湯は
かけ流し状態にして、使用後は、毎回清
掃し消毒している。流し場は特殊材質の
床で多少温かみがあり乾きやすい。人目
につかない場所に、入浴チェック表や入
浴後の薬の管理表を貼り、間違いのない
ようにしている。菖蒲湯や柚子湯で季節
を感じてもらっている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分
転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使える
ように支援している

体調に合わせて午睡のすすめ
や、環境を整えている。

服薬管理については、服薬
チェック表を活用している。
個別のファイルに処方された
薬の内容が常に新しいものが
上にくるように綴じられ確認
出きるようにしている。

お金の管理は、現在施設にて
管理しています。買物や外出
にて、お好きなものを購入し
て頂く等の支援を行ってい
る。本人所持は基本ないが、
小銭をお持ちの方はいらっ
しゃる

掃除・洗濯たたみやテーブル
拭きの声掛けにて役割作り
行って頂いている。カフェを
定期的に開催し気分転換を
図っていただいている

中庭やスーパーへの散歩、外
出支援を行っている、ご本人
の意向にてお墓りなどご家族
の協力を得ながら実施してい
る

広い敷地内は、日常的な散歩や外気浴な
どに活用されている。車椅子の方にも対
応している。交通の激しい正面の道路を
渡らないようにした散歩コースがある。
年間行事計画を作成して、近隣の神社の
初詣やどんど焼き、花見、買い物ツ
アー、フラーワーガーデン、ファミリー
レストランなどにも行っている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

電話を希望されるお客様に
は、本人自ら電話して頂く
等、支援している。年賀状も
送っている

居室には、出来るだけ使い慣
れた馴染みのものを持ち込ん
で頂いている。（照明も含め
て）

1階の居室に出窓があり、2階の居室には
ベランダがある。居室は、空調設備と
キャビネットが常備され、利用者はベッ
ド・照明器具・防炎カーテンに加え、テ
レビ、テーブル、椅子、ぬいぐるみ、家
族の写真、仏壇など馴染みのものを持ち
込んでいる。居室担当者が衣替えやカー
テンの洗濯などを行っている。早番が居
室の清掃している。利用者毎に、職員手
作りの布製の表札がかけてあった。

廊下やトイレ、浴室や居室内
の手すりの位置に配慮、洗面
台も車椅子対応の鏡を備える
等、工夫している。階段の段
差の高さも配慮、敷地内を含
め6箇所に監視カメラも設置し
ている。

安心して暮らしていただける
居住空間を心がけ、季節感を
取り入れた装飾等工夫してい
る。

リビングルームや廊下には、利用者と共
に作った季節の行事の壁飾りを掲示し、
行事や外出の写真を貼って家族に様子を
伝えたり、利用者の回想に役立ててい
る。階段室に、職員が布で作った雛人形
を飾っていた。ダイニングルームに対面
してキッチンがあり、フロア全体を見渡
せる。廊下に談話用のテーブルとイスが
設置されていた。

リビング、ダイニングのほ
か、談話コーナーが設けてあ
り、独りになりたいお客様の
良い居場所となっている。






